
くまモン脳卒中教室始めます！ 

脳卒中は再発予防の取り組みも大変重要です。 

回復期リハビリ病棟では週 2 回、再発予防教育教室を集

団で実施しています。また急性期病棟においては短い入院

期間で、受け持ち看護師が個々で再発予防のためくまモン

指導を実施してもらっています。その中で急性期からの自

宅退院の患者さんを対象に、患者さんやご家族に対して健

康増進や再発予防、障害を持ってからのライフスタイル、

現在の治療、利用可能な福祉資源などについて情報提供

し、教育を行いながらスタッフの皆さんと再発予防に取り

組みたいと思います。 
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患者さんの高齢化により、高度

皮膚脆弱状態である方が増加

しています。触った、打撲した、

知らないうちに表皮剥離して

いた！！テープを剥がす時な

ど、日々とても気を遣われてい

ることと思います。 

担当：脳卒中リハビリテーション看護認定看護師 

くまモン脳卒中教室の流れ 

Mywebイントラ➡ 各種様式ダウンロード➡ 看護部➡ 

認定看護師コンサルテーシヨン依頼用紙（レチェック後）

➡ くまモン脳卒中教室チェックリスト記載し内線

（8311）寺本までご連絡下さい。受講日の調整をします。 

 

チェックリスト用紙には入院前の生活習

慣、危険因子、内服薬（印刷可）の情報の

提供をお願いします。 

担当：慢性心不全看護認定看護師 担当：皮膚・排泄ケア認定看護師 

裂傷した部位は治癒遅延状態となったり、潰瘍化する事もありま

す。発見した時は、表皮を早期に戻すことが重要です。ドライス

キンを予防する → 発見時は気軽に相談ください。   文責 松北 

                      

                 

7 月 22 日に福岡市で開催され、全国より約 120 名の

参加がありました。当院からは、梶原医師・本多PT・大津

OT・中 2 スタッフ陣内・小林・赤木看護師と参加して来

ました。参加職種は多岐に渡り、グループ毎に3事例のデ

ィスカッションを行い『心不全緩和』に関して一緒に考え、

大変濃厚で有意義な時間となりました。 

『心不全緩和』は『がん緩和』に比べるとあまり取り組

みが進んでいません。今回の学びを、臨床の場で活かせる

ように、日々精進していきたいと思います。 

『心不全緩和』に関心がある方、次回一緒に参加してみ

ませんか。            文責 岩川 美子 

第3回 九州心不全緩和深論プロ

ジェクトにみんなで参加して来ま

した！！ 


